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文
芸
の
意
義
、
価
値
及
び
形
式
」『
早
稲
田
文
学
』（
大
正
四
年
九
月
）
和
辻
哲
郎
「
転
向
」（『
新
小
説
』
大
正
五
年
五
月
）
（
二
次
資
料
）
浅
野
洋
「「
手
巾
」
私
注
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）
磯
貝
英
夫
「
手
巾
」（『
国
文
学
』
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
）
榎
本
隆
史
「「
問
題
文
芸
論
」
に
つ
い
て
」（『
国
文
学
研
究
』
昭
和
三
十
五
年
十
月
）
大
里
恭
三
郎
「
芥
川
龍
之
介
『
手
巾
』
論
」（『
常
葉
国
文
』
昭
和
五
十
四
年
六
月
）
酒
井
英
行
「
二
人
の
〈
賢
母
〉」（『
文
芸
と
批
評
』
平
成
元
年
九
月
）
清
水
義
和
『
シ
ョ
ー
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
ワ
イ
ル
ド
移
入
史
』（
文
化
書
房
博
文
社
、
平
成
十
一
年
三
月
）
十
川
信
介
「
解
説
一
九
一
五
年
（
大
正
四
）
年
の
文
学
界
」（『
編
年
体
大
正
文
学
全
集
』
第
四
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
三
年
一
月
）
藤
木
宏
幸
「『
牧
師
の
家
』
研
究
―
―
春
雨
か
ら
吉
蔵
へ
の
道
」（『
芸
術
学
』
昭
和
三
十
八
年
六
月
）
丸
山
美
賀
子
「「
手
巾
」
考
」（『
就
実
語
文
』
昭
和
五
十
九
年
一
二
月
）
三
島
由
紀
夫
「「
手
巾
」「
南
京
の
基
督
」
ほ
か
」（
芥
川
龍
之
介
『
南
京
の
基
督
』、
角
川
書
店
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
）
三
好
行
雄
「
芥
川
龍
之
介
論
・
第
一
章
―
―
大
川
の
水
―
―
」（『
現
代
の
エ
ス
プ
リ
』
至
文
堂
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
吉
田
精
一
『
芥
川
龍
之
介
』（
三
省
堂
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
）
第
三
章
- 6 -
（
一
次
資
料
）
青
頭
巾
「
文
壇
時
事
読
ん
だ
も
の
」（『
新
潮
』
大
正
五
年
四
月
）
江
口
渙
「
芥
川
君
の
作
品
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
六
年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
一
日
）
江
口
渙
「
九
月
の
小
説
と
戯
曲
」（『
帝
国
文
学
』
大
正
六
年
十
月
）
小
川
未
明
「
四
月
の
小
説
を
評
す
」（『
太
陽
』
大
正
五
年
五
月
一
日
）
加
藤
武
雄
「
芥
川
龍
之
介
氏
を
論
ず
」（『
新
潮
』
大
正
六
年
一
月
）
加
能
作
次
郎
「
三
月
の
創
作
と
評
論
」（『
時
事
新
報
』
大
正
五
年
三
月
十
日
）
Ｋ
「
不
同
調
」（『
新
潮
』
大
正
六
年
十
月
）
田
中
純
「
四
月
の
創
作
」（『
時
事
新
報
』
大
正
五
年
四
月
二
十
日
）
田
中
純
「
新
技
巧
派
の
意
義
及
び
そ
の
人
々
」（『
新
潮
』
大
正
六
年
十
月
）
徳
田
秋
声
「
盗
心
」（『
新
小
説
』
大
正
五
年
三
月
）
徳
田
秋
声
「
陰
影
」（『
中
央
公
論
』
大
正
五
年
四
月
）
豊
島
与
志
雄
「
弱
者
」（『
新
潮
』
大
正
五
年
一
月
）
中
村
孤
月
「
一
月
の
文
壇
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
六
年
一
月
十
三
日
）
西
川
勉
「
新
秋
の
文
壇
」（『
文
章
世
界
』
大
正
六
年
十
月
）
廣
津
和
郎
「
廣
津
和
郎
評
論
（
文
芸
）」（『
洪
水
以
後
』
大
正
五
年
二
月
一
日
）
森
田
草
平
「
新
秋
の
創
作
を
読
む
」（『
時
事
新
報
』
大
正
六
年
九
月
六
日
）
（
二
次
資
料
）
奥
野
久
美
子
「
大
正
前
期
の
歴
史
小
説
・
史
劇
論
」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
平
成
十
三
年
十
一
月
）
重
松
泰
雄
「
芋
粥
芥
川
文
学
の
作
品
構
造
」（『
国
文
学
』
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
）
高
橋
博
史
『
芥
川
文
学
の
達
成
と
模
索
―
―
「
芋
粥
」
か
ら
「
六
の
宮
の
姫
君
」
ま
で
』（
至
文
堂
、
平
成
九
年
五
月
）
東
郷
克
美
「『
芋
粥
』」（
菊
地
弘
・
久
保
田
芳
太
郎
・
関
口
安
義
編
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
）
松
本
常
彦
「
弱
者
の
変
容
・
弱
者
の
土
壌
」（『
国
文
学
』
平
成
十
三
年
九
月
）
三
好
行
雄
『
芥
川
龍
之
介
論
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
）
第
四
章
（
一
次
資
料
）
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江
口
渙
「
芥
川
君
の
作
品
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
六
年
二
十
九
日
）
加
藤
武
雄
「
芥
川
龍
之
介
氏
を
論
ず
」（『
新
潮
』
大
正
六
年
一
月
）
島
村
抱
月
「
文
芸
上
の
自
然
主
義
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
四
十
一
年
一
月
）
逍
遥
生
「
今
年
初
半
文
学
界
（
小
説
界
）
の
風
潮
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
二
十
三
年
八
月
四
日
）
逍
遥
「
日
本
で
演
ず
る
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」」（『
趣
味
』
明
治
四
十
年
九
月
）
綱
島
梁
川
「
英
詩
文
評
釈
付
録
ハ
ム
レ
ッ
ト
解
題
」（
坪
内
雄
蔵
著
『
英
詩
文
評
釈
』
東
京
専
門
学
校
、
明
治
三
十
五
年
六
月
）
坪
内
逍
遥
「
近
松
と
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ヤ
」（『
近
松
傑
作
全
集
第
一
巻
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
明
治
四
十
三
年
六
月
）
中
谷
丁
藏
（
小
島
政
二
郎
）「
地
獄
変
」（『
三
田
文
学
』
大
正
七
年
六
月
）
秦
豊
吉
「
十
月
文
壇
」（『
時
事
新
報
』
大
正
五
年
十
月
八
日
）
三
田
村
鳶
魚
「
加
保
茶
四
代
記
」（『
日
本
及
日
本
人
』
大
正
四
年
八
月
十
五
日
）
三
田
村
鳶
魚
「
奈
良
茂
の
情
事
」（『
日
本
及
日
本
人
』
大
正
五
年
八
月
十
五
日
）
（
二
次
資
料
）
五
島
慶
一
「「
西
郷
隆
盛
」
論
」
―
―
見
る
こ
と
と
記
憶
・
認
識
の
揺
ら
ぎ
―
―
」（『
日
本
近
代
文
学
』
平
成
十
八
年
十
一
月
）
小
宮
豊
隆
「
今
月
読
ん
だ
戯
曲
、
小
説
」（『
時
事
新
報
』
大
正
五
年
九
月
十
九
日
）
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
著
、
坪
内
逍
遥
訳
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』（
冨
山
房
、
明
治
四
二
年
十
二
月
）
篠
崎
美
生
子
「「
芸
術
」
家
の
変
容
―
―
文
体
か
ら
情
報
へ
」（『
国
文
学
』
平
成
十
三
年
九
月
）
水
洞
幸
夫
「「
首
が
落
ち
た
話
」・「
西
郷
隆
盛
」
の
位
置
―
―
解
釈
す
る
人
々
―
―
」（『
学
葉
』
平
成
二
年
十
二
月
）
田
中
純
「
新
技
巧
派
の
意
義
及
び
そ
の
人
々
」（『
新
潮
』
大
正
六
年
十
月
）
中
村
星
湖
「
今
年
の
小
説
壇
（
上
）」（『
読
売
新
聞
』
大
正
五
年
十
二
月
五
日
）
花
田
俊
典
「
注
釈
」（『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
一
月
）
前
田
愛
『
文
学
テ
ク
ス
ト
入
門
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
）
メ
リ
メ
著
、
生
田
長
江
訳
「
カ
ル
メ
ン
」（『
三
田
文
学
』
大
正
二
年
十
月
）
森
田
草
平
「
新
秋
の
創
作
を
読
む
」（『
時
事
新
報
』
大
正
六
年
九
月
六
日
）
吉
田
精
一
「
芥
川
文
学
の
出
典
」（『
近
代
文
学
鑑
賞
講
座
第
十
一
巻
芥
川
龍
之
介
』
角
川
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
六
月
）
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第
五
章
（
一
次
資
料
）
ア
ン
ド
レ
イ
エ
フ
著
、
上
田
敏
訳
『
心
』（
春
陽
堂
、
明
治
四
十
二
年
六
月
）
江
戸
川
乱
歩
が
『
幻
影
城
』（
岩
谷
書
店
、
昭
和
二
十
六
年
五
月
）
神
田
孝
平
訳
、
成
島
柳
北
編
『
楊
牙
児
奇
談
』（
出
版
人
中
川
鉄
次
郎
、
明
治
十
九
年
十
一
月
）
志
賀
直
哉
「
沓
掛
に
て
―
―
芥
川
君
の
事
」（『
中
央
公
論
』
昭
和
二
年
九
月
）
島
村
抱
月
「
探
偵
小
説
」（『
早
稲
田
文
学
』
明
治
二
十
七
年
八
月
）
夏
目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
治
三
十
八
年
一
月
～
三
十
九
年
八
月
）
夏
目
漱
石
「
趣
味
の
遺
伝
」（『
帝
国
文
学
』
明
治
三
十
九
年
一
月
）
夏
目
漱
石
「
そ
れ
か
ら
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
六
月
二
十
七
日
～
十
月
四
日
）
夏
目
漱
石
「
彼
岸
過
迄
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
五
年
一
月
一
日
～
四
月
二
十
九
日
）
夏
目
漱
石
「
こ
こ
ろ
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
大
正
三
年
四
月
二
十
日
～
八
月
十
一
日
）
森
鷗
外
が
「
雁
」（『
ス
バ
ル
』
明
治
四
十
四
年
九
月
）
「
女
優
馬
利
比
越
児
の
審
判
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
三
年
八
月
十
二
日
～
二
十
六
日
）
「
雑
報
」（『
朝
野
新
聞
』
明
治
十
二
年
六
月
五
日
）
「
楊
牙
児
ノ
奇
獄
」（『
花
月
新
誌
』
明
治
十
年
九
月
四
日
～
十
一
年
二
月
十
四
日
）
（
二
次
資
料
）
赤
羽
学
「
歪
め
ら
れ
た
親
子
関
係
の
超
克
―
―
漱
石
の
『
彼
岸
過
迄
』
の
提
示
す
る
問
題
」（『
安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
平
成
十
五
年
三
月
）
五
十
嵐
裕
「
探
偵
／
警
察
を
巡
る
考
察
―
―
『
彼
岸
過
迄
』
を
中
心
に
」（『
文
学
特
集
1910 年
代
』
平
成
十
八
年
四
月
）
伊
東
静
雄
『
明
治
の
探
偵
小
説
』（
晶
文
社
、
昭
和
六
十
一
年
十
月
）
伊
藤
秀
雄
「
漱
石
の
探
偵
小
説
『
彼
岸
過
迄
』
を
中
心
と
し
て
」（『
漱
石
研
究
』
平
成
十
年
十
一
月
）
内
田
隆
三
「
探
偵
小
説
と
い
う
謎
」（『
い
い
ち
こ
』
平
成
九
年
一
月
）
内
田
隆
三
「
猫
と
探
偵
と
二
十
世
紀
―
―
探
偵
小
説
と
い
う
謎
（
二
）」（『
い
い
ち
こ
』
平
成
九
年
四
月
）
大
岡
昇
平
「『
彼
岸
過
迄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
展
望
』
昭
和
四
十
九
年
八
月
）
小
野
隆
「「
開
化
の
殺
人
」
論
」（『
専
修
国
文
』
平
成
八
年
八
月
）
角
田
忠
蔵
編
纂
・
解
説
『
芥
川
龍
之
介
自
筆
未
定
稿
図
譜
』（
大
門
出
版
美
術
出
版
部
、
昭
和
四
十
六
年
- 9 -
九
月
）
柄
谷
行
人
「
解
説
」『
彼
岸
過
迄
』（
新
潮
社
、
平
成
二
年
十
月
）
菊
地
弘
「
芥
川
龍
之
介
に
お
け
る
「
近
代
」
―
―
『
開
化
の
殺
人
』『
開
化
の
良
人
』
を
読
ん
で
」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
国
文
学
科
報
』
平
成
二
年
三
月
）
倉
田
喜
弘
『
芝
居
小
屋
と
寄
席
の
近
代
―
―
「
遊
芸
」
か
ら
「
文
化
」
へ
』（
岩
波
書
店
、
平
成
十
八
年
九
月
）
郷
原
宏
『
物
語
日
本
推
理
小
説
史
』（
講
談
社
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
）
酒
井
英
行
「『
開
化
の
殺
人
』、『
開
化
の
良
人
』
に
つ
い
て
」（『
静
岡
近
代
文
学
』
平
成
四
年
八
月
）
佐
々
木
亜
紀
子
「『
彼
岸
過
迄
』
と
『
ゲ
ダ
ン
ケ
』
―
―
梗
概
を
拒
む
「
小
説
」」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
平
成
十
三
年
三
月
）
芝
市
郎
「
あ
か
り
・
探
偵
・
欲
望
『
彼
岸
過
迄
』
を
め
ぐ
っ
て
」（『
漱
石
研
究
』
平
成
十
年
十
一
月
）
絓
秀
実
『
探
偵
の
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
』（
思
潮
社
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
）
中
川
右
介
『
歌
舞
伎
座
物
語
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
平
成
二
十
二
年
四
月
）
中
島
河
太
郎
『
日
本
推
理
小
説
史
第
一
巻
』（
東
京
創
元
社
、
平
成
五
年
四
月
）
長
山
靖
生
「
見
ら
れ
る
探
偵
、
欲
望
す
る
告
白
者
―
―
『
彼
岸
過
迄
』
に
お
け
る
「
謎
」
の
在
所
」（『
国
文
学
』
平
成
十
八
年
三
月
）
西
田
一
豊
「
芥
川
龍
之
介
「
開
化
の
殺
人
」
論
」（『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』
平
成
二
十
二
年
九
月
）
林
未
織
「
探
偵
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
―
―
「
彼
岸
過
迄
」
に
お
け
る
青
年
た
ち
の
物
語
」（『
奈
良
教
育
大
学
国
文
研
究
と
教
育
』
平
成
二
十
五
年
三
月
）
平
岡
敏
夫
「
漱
石
・
芥
川
の
一
系
譜
―
―
「
彼
岸
過
迄
」
と
「
捨
児
」」（
熊
坂
敦
子
篇
『
迷
羊
の
ゆ
く
え
』
翰
林
書
房
、
平
成
八
年
六
月
）
藤
井
省
三
『
ロ
シ
ア
の
影
―
―
夏
目
漱
石
と
魯
迅
』（
平
凡
社
、
昭
和
六
十
年
四
月
）
松
本
常
彦
「
開
化
の
二
人
」（
海
老
井
英
次
、
宮
坂
覺
編
『
作
品
論
芥
川
龍
之
介
』
双
文
社
出
版
、
平
成
二
年
十
二
月
）
宮
崎
か
す
み
「
探
偵
の
記
号
論
―
―
『
彼
岸
過
迄
』
と
ホ
ー
ム
ズ
物
語
」（『
聖
徳
大
学
総
合
研
究
所
論
叢
』
平
成
七
年
十
一
月
）
三
好
行
雄
『
芥
川
龍
之
介
論
』（
筑
摩
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
九
月
）
横
井
司
「
芥
川
龍
之
介
」（
権
田
萬
治
、
新
保
博
久
監
修
『
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
事
典
』
新
潮
社
、
平
成
十
二
年
二
月
）
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吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
の
生
涯
と
芸
術
」（
中
村
真
一
郎
編
『
芥
川
龍
之
介
案
内
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
年
八
月
）
和
田
北
斗
「〈
監
視
〉
す
る
視
線
『
彼
岸
過
迄
』
論
―
―
「
探
偵
小
説
」
か
ら
「
写
生
文
」
へ
」（『
文
学
特
集
1910 年
代
』
平
成
十
八
年
四
月
）
『
芥
川
龍
之
介
資
料
集
』（
山
梨
県
立
文
学
館
、
平
成
五
年
十
一
月
）
『
芥
川
龍
之
介
展
初
公
開
「
鼻
」
な
ど
の
完
成
原
稿
』（
秀
明
大
学
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
三
日
）
第
六
章
（
一
次
資
料
）
斯
定
筌
『
聖
人
伝
』（
武
市
誠
太
郎
出
版
、
明
治
三
十
六
年
二
月
）
（
二
次
資
料
）
小
原
元
「
芥
川
龍
之
介
『
蜜
柑
』
の
鑑
賞
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
二
十
一
年
四
月
）
小
野
塚
力
「
芥
川
龍
之
介
『
龍
』
試
論
―
「
三
月
三
日
」
と
い
う
日
付
の
意
味
す
る
も
の
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』
平
成
九
年
十
月
）
門
倉
正
二
「『
蜜
柑
』
と
『
檸
檬
』」（『
言
語
と
文
芸
』
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
）
菅
野
昭
正
「
芥
川
龍
之
介
の
文
体
」（『
国
文
学
』
昭
和
五
十
年
二
月
）
菊
地
弘
「
芥
川
龍
之
介
『
蜜
柑
』」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
五
十
年
二
月
）
高
橋
大
助「
象
徴
と
し
て
の
蜜
柑
、身
体
と
し
て
の
蜜
柑
―
―
芥
川
龍
之
介「
蜜
柑
」を
め
ぐ
っ
て
」（『
國
學
院
雑
誌
』
平
成
三
年
十
月
）
武
田
昌
憲
「
芥
川
龍
之
介
と
『
龍
』」（『
茨
女
国
文
』
平
成
十
三
年
三
月
）
田
中
厚
一
「
典
拠
か
ら
の
逸
脱
、
あ
る
い
は
架
橋
と
し
て
の
「
龍
」」（『
帯
広
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
五
年
三
月
）
田
中
実
「
芥
川
文
学
研
究
ノ
ー
ト
③
『
鼻
』
と
『
龍
』」（『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
』
平
成
六
年
三
月
）
藤
井
貴
志
『
芥
川
龍
之
介
〈
不
安
〉
の
諸
相
と
美
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
二
年
二
月
）
宗
像
和
重
「
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
の
「
私
小
説
」
論
―
―
そ
の
発
端
を
め
ぐ
っ
て
」（『
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究
（
国
語
国
文
学
）』
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
）
矢
野
昌
邦
「
芥
川
龍
之
介
『
蜜
柑
』
考
」（『
明
治
大
学
日
本
文
学
』
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
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第
七
章
（
一
次
資
料
）
木
村
鷹
太
郎
「
文
部
省
の
一
大
怪
事
（
教
育
勅
語
に
対
す
る
大
不
敬
）」（『
日
本
主
義
』
明
治
三
十
四
年
一
月
二
十
日
）
木
村
鷹
太
郎
「
横
議
十
行
文
部
省
は
危
険
思
想
の
府
な
り
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
二
月
十
九
日
）
吟
月
生
「
韓
國
下
等
の
民
情
」（『
滿
韓
之
實
業
』
明
治
四
十
二
年
十
二
月
一
日
）
隈
本
有
尚
「
哲
学
館
認
可
取
消
事
件
（
当
事
者
た
る
隈
本
視
学
官
の
談
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
一
月
二
十
九
日
）
桑
木
厳
翼
「
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
の
倫
理
学
書
に
就
い
て
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
二
月
六
日
）
綱
島
栄
一
郎
「
哲
学
館
事
件
に
関
す
る
倫
理
学
上
動
機
の
意
義
を
論
じ
併
せ
て
ミ
ュ
イ
ア
ヘ
ッ
ド
氏
の
動
機
論
を
評
す
（
承
前
）」（『
早
稲
田
学
報
』
明
治
三
十
六
年
四
月
二
十
五
日
）
徳
冨
健
次
郎
「
謀
叛
論
（
草
稿
）」（『
謀
叛
論
他
六
篇
・
日
記
』
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
七
月
）
中
島
徳
蔵
「
哲
学
館
事
件
及
余
が
弁
解
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』
明
治
三
十
六
年
二
月
十
六
日
）
中
島
徳
蔵
「
文
部
当
局
者
に
告
ぐ
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
一
日
）
中
島
徳
蔵
「
文
部
当
局
者
に
告
ぐ
（
承
前
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
二
日
）
ミ
ュ
イ
ア
ー
ヘ
ッ
ド
原
著
桑
木
厳
翼
補
訳
『
倫
理
学
』（
冨
山
房
、
明
治
三
十
年
五
月
）
「
教
育
界
の
大
怪
事
」（『
京
華
日
報
』
明
治
三
十
四
年
一
月
十
一
日
）
「
兇
漢
の
身
許
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
日
）
「
兇
行
者
の
身
元
」（『
万
朝
報
』
明
治
四
十
二
年
十
一
月
二
日
）
「
凶
報
新
事
実
発
見
指
を
切
り
て
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
）
「
拘
引
後
の
社
会
主
義
者
」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
事
に
原
因
あ
り
」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
四
日
）
「
時
事
評
論
噫
伊
藤
公
」（『
朝
鮮
』
明
治
四
十
二
年
年
十
一
月
）
「
社
会
主
義
者
送
致
」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
社
会
主
義
者
の
狂
態
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
社
会
主
義
者
暴
行
続
報
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
社
会
党
員
の
醜
体
」（『
万
朝
報
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
前
代
未
聞
の
事
件
」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
四
年
一
月
二
十
日
）
「
第
一
次
小
学
修
身
書
編
纂
趣
意
報
告
」（
明
治
三
十
七
年
三
月
）
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「
南
北
朝
対
立
問
題
（
国
定
教
科
書
の
失
態
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
一
月
十
九
日
）
「
被
告
に
接
見
し
た
る
鎌
田
弁
護
士
の
談
」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
三
年
二
月
九
日
）
「
不
敬
漢
あ
り
教
育
勅
語
の
撤
回
を
唱
ふ
」（『
富
士
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
二
月
一
日
）
「
文
芸
時
評
富
士
新
聞
を
読
み
て
」（『
太
陽
』
明
治
三
十
四
年
三
月
五
日
）
「
無
政
府
主
義
社
会
党
員
騒
擾
続
報
留
置
所
内
の
狂
態
女
に
似
気
な
き
豪
語
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
明
治
四
十
一
年
六
月
二
十
四
日
）
「
問
題
更
に
拡
大
せ
む
（
南
北
両
朝
問
題
）」（『
読
売
新
聞
』
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
二
日
）
「
有
力
な
る
後
援
者
」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
日
）
（
二
次
資
料
）
稲
田
智
恵
子
「
芥
川
龍
之
介
「
疑
惑
」
―
失
わ
れ
た
言
葉
を
求
め
て
崩
壊
す
る
自
我
」（『
国
文
目
白
』
平
成
十
一
年
二
月
）
井
上
諭
一
「
芥
川
龍
之
介
「
疑
惑
」
論
」（『
弘
前
学
院
大
学
・
弘
前
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
平
成
六
年
三
月
）
片
山
清
一
編
『
資
料
・
教
育
勅
語
』（
高
陵
社
書
店
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
）
清
水
康
次
「
芥
川
龍
之
介
の
方
法
―
―
物
語
と
作
者
」（『
女
子
大
文
学
国
分
篇
』
昭
和
五
十
九
年
三
月
）
水
洞
幸
夫
「
芥
川
龍
之
介
「
疑
惑
」
試
論
」（『
金
沢
学
院
大
学
紀
要
』
平
成
二
十
年
三
月
）
関
口
安
義
『
芥
川
龍
之
介
新
論
』（
翰
林
書
房
、
平
成
二
十
四
年
五
月
）
副
田
賢
二
「
芥
川
龍
之
介
「
疑
惑
」
論
―
「
語
る
こ
と
」
を
め
ぐ
る
転
換
」（『
国
語
と
国
文
学
』
平
成
十
年
七
月
）
東
郷
克
美
「
地
獄
と
救
済
―
―
芥
川
龍
之
介
論
」（
川
副
国
基
編
『
文
学
・
一
九
一
〇
年
代
』
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
）
松
本
常
彦
「
注
解
」（『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
平
成
八
年
二
月
）
三
浦
節
夫
編
「「
哲
学
館
事
件
」
文
献
年
表
」（『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
平
成
二
十
年
九
月
）
終
章
（
一
次
資
料
）
大
賀
順
治
編
『
支
那
奇
談
集
』（
近
事
画
報
社
、
明
治
三
十
九
年
四
月
）
南
部
修
太
郎
「
最
近
の
創
作
を
読
む
六
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
九
年
七
月
十
一
日
）
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（
二
次
資
料
）
鷺
只
雄
「
愚
人
と
殉
教
―
―
「
き
り
し
と
ほ
ろ
上
人
伝
」
攷
」（『
大
正
文
学
論
集
』
有
精
堂
、
昭
和
五
十
六
年
二
月
）
笹
淵
友
一
「
芥
川
龍
之
介
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
」（『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
三
十
三
年
八
月
）
柴
田
天
馬
『
聊
斎
志
異
研
究
』（
創
元
社
、
昭
和
二
十
八
年
）
関
口
安
義
「「
南
京
の
基
督
」
論
」（『
芥
川
龍
之
介
研
究
年
誌
』
平
成
二
十
一
年
三
月
）
張
蕾
「「
尾
生
の
信
」
覚
え
書
」（『
国
文
鶴
見
』
平
成
十
二
年
十
二
月
）
長
野
甞
一
『
古
典
と
近
代
作
家
―
―
芥
川
龍
之
介
―
―
』（
有
朋
堂
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
）
仁
平
道
明
「
芥
川
の
二
つ
の
「
尾
生
の
信
」」（『
静
岡
大
学
教
養
部
研
究
報
告
』
昭
和
五
十
三
年
三
月
）
宮
坂
覚
「
芥
川
文
学
に
お
け
る
〈
聖
な
る
愚
人
〉
の
系
譜
」（『
文
芸
と
思
想
』
昭
和
五
十
二
年
三
月
）
三
好
行
雄
「
解
説
」（『
舞
踏
会
・
蜜
柑
』
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
）
山
田
篤
郎
「
尾
生
の
信
」（『
芥
川
龍
之
介
大
事
典
』
勉
誠
出
版
、
平
成
十
四
年
七
月
）
吉
村
稠
「
芥
川
龍
之
介
の
〈
愚
直
者
〉
へ
の
憧
憬
―
未
定
稿
「
尼
と
地
蔵
」
を
中
心
に
し
て
―
」（『
園
田
国
文
』
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
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論
文
の
内
容
の
要
旨
論
文
題
目
芥
川
龍
之
介
研
究
氏
名
小
谷
瑛
輔
本
論
文
は
、
芥
川
龍
之
介
の
前
期
作
品
研
究
を
通
じ
て
、
近
代
文
学
の
可
能
性
を
問
い
直
す
試
み
で
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
の
作
品
は
し
ば
し
ば
日
本
の
近
代
文
学
の
典
型
と
目
さ
れ
、
ま
た
同
時
に
近
代
文
学
の
典
型
か
ら
外
れ
た
浅
薄
な
作
品
と
も
評
さ
れ
る
、
両
義
的
な
存
在
で
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
浅
薄
と
見
な
さ
れ
て
き
た
特
徴
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
性
質
の
持
つ
近
代
文
学
の
可
能
性
へ
の
批
評
性
を
可
能
な
限
り
抽
出
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
序
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
本
論
文
の
問
題
意
識
と
そ
の
為
の
方
法
論
に
つ
い
て
記
述
し
た
。
第
一
章
で
は
、
芥
川
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
羅
生
門
」（
大
4 ）、「
鼻
」（
大
5 ）
を
中
心
に
検
討
し
た
。
芥
川
龍
之
介
の
初
期
作
品
で
は
、
語
り
手
が
可
視
化
さ
れ
、
中
心
と
な
る
話
題
が
語
り
手
に
よ
っ
て
反
復
さ
れ
、
作
品
の
完
結
性
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
作
品
で
中
心
化
さ
れ
る
問
題
は
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、答
を
決
定
し
難
い
と
い
う
の
も
こ
れ
ら
の
作
品
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。本
章
で
は
、
こ
う
し
た
空
白
を
、
解
釈
に
よ
っ
て
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
問
題
に
よ
る
中
心
化
が
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
か
を
改
め
て
検
討
し
、
そ
こ
に
あ
る
芥
川
初
期
作
品
の
固
有
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
。
「
羅
生
門
」「
鼻
」
の
語
り
は
「
饑
死
を
す
る
か
盗
人
に
な
る
か
」「
こ
の
鼻
に
よ
つ
て
傷
け
ら
れ
る
自
尊
心
」
と
い
っ
た
問
題
を
、
積
極
的
に
作
品
を
中
心
化
す
る
も
の
と
し
て
強
調
す
る
が
、
語
り
手
は
そ
の
問
題
が
有
効
に
機
能
し
な
く
な
る
時
点
ま
で
を
見
届
け
た
上
で
、
あ
た
か
も
何
か
が
完
結
し
た
か
の
よ
う
に
作
品
を
閉
じ
る
。
こ
う
し
た
作
為
的
な
語
り
手
の
可
視
化
は
、
意
図
の
下
に
出
来
事
を
整
理
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
を
む
し
ろ
可
視
化
す
る
の
で
あ
り
、完
結
性
の
装
い
は
、反
語
的
な
修
辞
と
し
て
機
能
す
る
。
ま
た
、
同
時
代
に
発
表
さ
れ
た
小
編
「
酒
虫
」（
大
5 ）
で
は
、
ま
さ
に
主
題
的
な
整
理
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
直
接
的
に
述
べ
ら
れ
、
芥
川
が
こ
う
し
た
問
題
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
第
二
章
で
は
、
芥
川
の
『
中
央
公
論
』
デ
ビ
ュ
ー
作
「
手
巾
」（
大
5 ）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
作
は
、武
士
道
の
批
判
と
い
う
主
題
が
明
確
だ
と
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、作
家
自
身
の
問
題
を
棚
上
げ
し
た
、
作
意
が
露
骨
な
浅
い
作
品
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
作
が
参
照
す
る
小
宮
豊
隆
と
小
山
内
薫
の
間
の
論
争
や
同
時
代
の
文
芸
批
評
を
確
認
す
れ
ば
、
芥
川
が
批
判
さ
れ
る
の
と
同
型
の
論
理
で
排
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撃
さ
れ
て
い
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
シ
ョ
ー
の
名
が
本
作
に
さ
り
げ
な
く
織
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
谷
川
先
生
を
通
じ
て
問
わ
れ
て
い
る
の
が
ま
さ
に
同
時
代
の
文
学
パ
ラ
ダ
イ
ム
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
「
作
意
の
露
骨
さ
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。「
手
巾
」
作
中
に
は
、
シ
ョ
ー
の
名
の
他
に
も
「
型
」
や
「
臭
味
」
と
い
っ
た
、
芥
川
的
作
風
を
否
定
す
る
は
ず
の
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
散
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
本
作
は
、
芥
川
に
向
け
ら
れ
た
批
判
自
体
を
扱
っ
た
作
品
と
言
え
る
。
作
中
で
鍵
と
な
る
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
の
「
二
重
の
演
技
」
批
判
で
は
、
露
骨
な
表
現
は
「
臭
い
」
も
の
と
し
て
否
定
さ
れ
る
が
、
露
骨
さ
を
避
け
て
隠
そ
う
と
す
る
こ
と
も
や
は
り
、
隠
す
作
為
に
よ
っ
て
「
臭
い
」
も
の
と
さ
れ
る
。
心
を
秘
す
こ
と
が
表
現
の
深
さ
と
い
う
価
値
を
生
む
、
と
い
う
立
場
の
小
宮
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
ス
ト
リ
ン
ト
ベ
ル
ク
の
文
章
が
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
小
宮
の
考
え
方
を
否
定
す
る
力
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
こ
こ
で
は
暴
か
れ
て
い
る
。
長
谷
川
先
生
へ
の
皮
肉
に
は
、
作
者
芥
川
に
向
け
ら
れ
て
き
た
批
判
へ
の
皮
肉
が
重
な
る
の
で
あ
る
。
批
判
す
る
側
を
安
全
地
帯
か
ら
引
き
ず
り
降
ろ
し
つ
つ
、
自
ら
も
逃
げ
場
の
無
い
論
理
の
空
間
を
構
築
す
る
の
が
「
手
巾
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
本
作
は
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
作
家
の
問
題
に
関
わ
ら
な
い
安
楽
な
作
品
な
ど
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
時
代
が
見
過
ご
し
て
き
た
虚
構
一
般
の
ア
ポ
リ
ア
と
向
き
合
っ
て
行
く
新
進
作
家
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
三
章
で
は
、
芥
川
が
評
価
を
高
め
て
い
く
「
芋
粥
」（
大
5 ）「
或
日
の
大
石
内
蔵
之
助
」（
大
6 ）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
デ
ビ
ュ
ー
期
の
芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」「
鼻
」
へ
の
評
価
に
は
、「
小
説
」
の
本
流
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
留
保
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。
そ
の
鍵
と
な
る
の
が
、「
人
間
」、
す
な
わ
ち
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
、
内
面
を
持
つ
に
至
る
弱
者
を
描
け
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
芥
川
の
「
芋
粥
」「
或
日
の
大
石
内
蔵
之
助
」
は
ま
さ
に
「
人
間
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、
文
壇
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
契
機
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
む
し
ろ
「
人
間
」
と
い
う
同
時
代
的
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
す
る
批
評
性
が
内
在
し
て
い
た
。「
芋
粥
」
は
、
前
半
に
お
い
て
語
り
手
が
顕
在
化
し
て
、
主
人
公
五
位
が
弱
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
持
ち
得
た
内
面
を
「
人
間
」
と
し
て
積
極
的
に
擁
護
す
る
姿
勢
を
見
せ
る
が
、
後
半
へ
の
展
開
に
お
い
て
、
そ
の
姿
勢
は
顕
著
に
後
景
化
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、「
人
間
」
と
い
う
枠
組
の
失
効
を
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
に
示
す
作
品
と
な
っ
て
い
る
。「
或
日
の
大
石
内
蔵
之
助
」
で
は
、
ま
ず
逆
境
ゆ
え
に
証
さ
れ
る
「
忠
義
」
と
い
う
価
値
観
が
主
人
公
内
蔵
之
助
の
内
面
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
。
次
い
で
「
忠
義
」
か
ら
漏
れ
る
も
の
が
「
人
間
性
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
が
、
内
蔵
之
助
は
自
己
の
内
的
な
矛
盾
に
気
付
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
状
況
や
規
範
に
よ
っ
て
疎
外
さ
れ
る
も
の
を
個
人
の
内
面
に
お
い
て
肯
定
し
直
す
「
人
間
」
的
な
論
理
が
ど
こ
か
で
空
転
せ
ざ
る
を
得
な
い
瞬
間
を
描
い
た
と
言
え
る
。
第
四
章
は
、
芥
川
が
自
ら
に
向
け
ら
れ
た
「
新
技
巧
派
」
と
い
う
名
称
に
言
及
し
た
「
南
瓜
」（
大
7 ）
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に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
南
瓜
」
は
不
真
面
目
と
見
な
さ
れ
て
い
た
市
兵
衛
が
殺
人
を
犯
し
、
真
面
目
だ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
に
至
る
、
と
い
う
の
が
筋
で
あ
る
。
市
兵
衛
に
は
豊
富
に
虚
構
性
の
表
徴
が
与
え
ら
れ
、
市
兵
衛
は
虚
構
性
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
真
実
や
現
実
の
位
相
へ
と
そ
の
意
味
を
反
転
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
反
転
は
、
虚
構
を
真
実
の
上
へ
置
く
と
い
う
よ
り
は
、
虚
構
と
真
実
を
分
け
る
枠
組
を
内
破
さ
せ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。ま
た
、真
摯
さ
の
欠
如
を
た
び
た
び
難
じ
ら
れ「
新
技
巧
派
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
作
家
芥
川
の
問
題
が
作
中
で
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
物
語
世
界
内
か
ら
物
語
世
界
外
へ
と
伝
染
し
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
虚
構
に
固
有
の
重
層
的
な
仕
掛
け
の
追
求
で
あ
っ
た
。
第
五
章
で
は
、「
開
化
の
殺
人
」（
大
7 ）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
探
偵
は
、
あ
る
種
の
知
性
の
あ
り
方
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
つ
つ
、
下
等
な
も
の
と
し
て
蔑
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
芥
川
へ
向
け
ら
れ
て
き
た
批
判
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。「
開
化
の
殺
人
」
は
、「
探
偵
小
説
」
と
銘
打
っ
て
発
表
さ
れ
た
が
、
探
偵
は
登
場
せ
ず
、
ど
の
よ
う
な
探
偵
小
説
な
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
近
年
初
め
て
公
開
さ
れ
た
本
作
の
完
成
原
稿
の
訂
正
の
後
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
、
ま
た
、
作
中
に
織
り
込
ま
れ
た
演
劇
を
め
ぐ
る
表
現
や
夏
目
漱
石
「
彼
岸
過
迄
」
と
の
関
わ
り
を
手
が
か
り
と
し
て
、
一
人
称
告
白
体
の
文
体
と
演
劇
性
の
力
学
が
葛
藤
す
る
様
相
を
分
析
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
告
白
と
い
う
近
代
文
学
を
強
く
規
定
す
る
制
度
へ
の
批
評
性
が
本
作
の
探
偵
小
説
性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第
六
章
で
は
、「
龍
」（
大
8 ）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
龍
」
は
芥
川
自
ら
が
「
同
じ
や
う
な
作
品
ば
か
り
書
く
」
と
い
う
「
死
に
瀕
し
て
い
る
」
時
期
に
書
い
た
作
品
だ
と
回
顧
し
て
お
り
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
の
作
品
だ
と
見
ら
れ
て
き
た
が
、
作
品
を
見
る
と
、
む
し
ろ
自
覚
的
に
過
去
の
作
品
と
の
類
似
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
自
ら
の
作
風
へ
の
自
己
言
及
的
な
意
識
の
高
い
作
品
で
あ
り
、
単
な
る
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム
で
片
付
け
る
こ
と
は
安
易
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
読
め
ば
、
本
作
で
は
、
虚
構
が
真
実
の
よ
う
に
信
じ
ら
れ
る
と
き
、
虚
構
の
提
供
者
と
受
け
手
と
の
間
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
し
な
く
な
る
問
題
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
虚
構
は
一
方
で
は
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
こ
れ
は
虚
構
一
般
に
妥
当
す
る
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る
。
本
作
は
、
こ
の
問
題
を
重
層
的
な
語
り
の
構
造
の
中
へ
埋
め
込
み
、
こ
れ
が
語
ら
れ
る
対
象
の
問
題
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
語
る
側
に
お
い
て
こ
そ
問
題
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
。
こ
う
し
た
虚
構
と
い
う
営
み
の
あ
る
種
の
不
可
能
性
を
、
一
つ
の
虚
構
の
中
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
い
か
に
変
質
す
る
か
。
そ
う
し
た
こ
と
と
対
峙
す
る
作
品
が
「
龍
」
で
あ
っ
た
。
第
七
章
で
は
、こ
れ
ま
で
意
味
付
け
難
い
細
部
が
多
す
ぎ
る
の
が
難
点
と
評
さ
れ
て
き
た
「
疑
惑
」（
大
8 ）
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
聞
き
手
で
あ
る
「
実
践
倫
理
学
」
者
に
と
っ
て
玄
道
の
「
狂
人
」「
怪
物
」
と
い
っ
た
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
、
当
時
の
言
説
を
踏
ま
え
て
問
い
直
せ
ば
、
- 17 -
本
作
に
隠
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
物
語
の
層
が
明
ら
か
に
な
る
。
本
作
の
背
景
と
し
て
教
育
勅
語
撤
回
風
説
事
件
、
哲
学
館
事
件
、
南
北
朝
正
閏
論
、「
謀
叛
論
」
講
演
、
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
な
ど
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
単
に
意
味
不
明
と
さ
れ
て
き
た
多
く
の
細
部
は
、
い
ず
れ
も
政
治
的
意
味
を
示
唆
し
、
狂
気
が
理
智
の
虚
構
的
な
あ
り
よ
う
を
照
ら
し
出
す
も
の
と
し
て
読
み
直
す
こ
と
が
で
き
る
。
抑
圧
し
た
も
の
が
疑
惑
と
し
て
増
幅
・
回
帰
す
る
と
い
う
玄
道
の
物
語
の
力
学
は
、
聞
き
手
の
「
私
」
に
も
伝
染
し
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
は
読
者
を
も
射
程
に
入
れ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
終
章
で
は
、
本
論
文
で
主
に
扱
っ
て
き
た
シ
ニ
カ
ル
で
理
智
的
と
さ
れ
る
作
品
群
と
は
逆
の
評
価
を
与
え
ら
れ
て
き
た
、「
神
聖
な
愚
人
」
も
の
と
呼
ば
れ
る
作
品
群
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
主
人
公
の
破
滅
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
を
無
知
で
哀
れ
な
も
の
と
見
做
す
視
点
と
、
そ
れ
が
主
観
的
に
は
救
済
で
あ
る
と
い
う
視
点
と
が
同
時
に
描
か
れ
る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
対
立
は
、「
羅
生
門
」
に
お
け
る
、
生
の
一
貫
し
た
意
味
付
け
に
こ
だ
わ
る
語
り
手
と
、
自
ら
の
従
来
の
問
題
意
識
さ
え
忘
れ
て
し
ま
う
無
知
な
主
人
公
と
の
対
比
以
来
の
も
の
で
あ
る
。
芥
川
作
品
は
、
語
り
手
の
側
に
あ
っ
た
懐
疑
の
モ
チ
ー
フ
の
側
を
物
語
構
造
の
上
で
反
復
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
展
開
し
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
は
他
方
で
「
神
聖
な
愚
人
」
の
可
能
性
を
抑
圧
し
続
け
る
も
の
で
も
あ
り
、
そ
う
し
た
隠
微
な
拮
抗
と
し
て
芥
川
作
品
に
潜
在
し
続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
芥
川
文
学
に
お
け
る
生
の
意
味
付
け
へ
の
懐
疑
は
、
常
に
生
の
意
味
付
け
に
辿
り
着
き
た
い
と
い
う
憧
憬
を
動
力
源
と
し
、か
え
っ
て
そ
こ
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
見
る
な
ら
ば
、
芥
川
文
学
が
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
付
け
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
反
す
る
ベ
ク
ト
ル
の
間
で
常
に
切
実
な
振
幅
と
し
て
運
動
し
続
け
た
秘
密
が
理
解
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
前
期
芥
川
文
学
の
見
通
し
を
述
べ
て
、
本
論
文
の
締
め
く
く
り
と
し
た
。
